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対象および方法：調査対象者は平成 25 年 3 月から 9 月までに一般開業医に来院した
患者のうち、浸潤麻酔下で歯科治療を行った高機能広汎性発達障害者（高機能自閉症、
アスペルガー症候群）の 16 名である。比較対照は、同様な歯科治療を行った定型発達

















診の有無、受診回数、治療内容の 13 項目を独立変数として決定木分析を行った。 
結果：高機能広汎性発達障害児群は、男児が 13 名、女児が 3 名、定型発達児群は、











































6）調査した診療室の VTR の設定レイアウト 
7）記録した画像 data の保管 
これらについて学位申請者からは適切な回答がその場で得られた。さらに英語にて
論文の内容について審査委員からの質問がなされたが、学位申請者から適切に回答が
得られた。 
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 また学位申請者は学位取得に充分な専門的知識を持っていることが確認された。 
その結果、最終試験の判定を主査ならび副査にて行った結果、全員が合格と認めた。 
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